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活動によって日々の生計を維持しているのだろうか。一般に私たちが思い描くアフリカの農村世帯のイメージは、小規模で自給自足的な農業を営みながら、 「伝統的」な生活をしている、とい たようなものであろう。だがこのよ なステレオタイプは、アフリカ農村の現状を正しく反映していない。以下では最近の研究から明らか なってきた 紹介する。●「生計アプローチ」 による実態把握
　途上国の農村世帯がおこなう経済活動の






農村の実態を把握するための調査をおこなう際も多く採用されている。農村開発プロジェクトの実施においては、当初から特定の作物（例えばコメ） 、特定の資産（例えば潅漑） 、特定 経済活動（例えば畜 ）などにターゲットを絞って、そこに資金や技術協力が投入されることが多い。しかしそのような援助対象となっている分野が、人々の日々の生計全体の中でど ような位置を占め、どれほど 重要性を っている（あるいはもっていない）のかが把握されずに開発介入がおこ われれば、その介入自体の意義や有効性に疑義が生じる。生計アプローチにもとづく農村の実態把握はそのような事態を避け、 住民の 計向上に有効な支援策の立案をおこなうためにも不可欠となっている。●農外経済活動の重要性
　生計アプローチにもとづく調査から明ら
かになってきたアフリカ農村経済の特徴のひとつに、農外経済活動 重要性があげられる。アフリカの 村に住む人々が得ている所得には、農業生産（作物生産と家畜飼









フリカの小規模生産者による農業は、天候不順や病虫害による不作のリスクに常にさらされている。また不作時に所得を保障してくれる保険市場や、農業所得 激減時お金を貸してくれ 信用市場も、ほとんど存在しない。このような状況の下で農業だけに依存した生計を営んでいる場合、ひとたび不作などのショックに見舞われれば住民はたちまち食うに事欠 状況に陥ってしまう。そのような事態を避けるため、農村住民は農業以外の複数の所得源を確保してリスクを分散させ、不測 事態に備えているのである。
　所得における農業への依存度が意外に大
きくな ことに加え、食料調達における自給自足の度合いも、アフリカ農村では実はそれほど大きくないこともわかってきている。たとえばガーナの農村世帯 （全国平均）では、消費された食料のうち購入し もの割合が、穀物で七一％、イモ類で三四％を占めており、消費食料全体では七〇％が購入したもので占められていた（参考文献②） 。特に小規模で零細な貧困層は、自分の畑で作るだけでは十分な量の自家消費用食料を調達できない。その め次の収穫期に入る前に食料の備蓄が底をつく頃になると、不足分 現金 買い入れなければ らなくなる場合が多い。つまり農業 おこないながらも、農業だけでは食っていけない現実がある。前述の農外経済活動から 現金収入は、この意味でも重要になって る。
●グローバル市場と小規模生産者
　アフリカの農村住民はグローバルな世界
経済の動きとは無縁のところで「伝統的」な生計を営んでいる、という一般的なイメージも、必ずしも正確ではない。た えばケニアの小規模生産者が作った生鮮野菜は次の日にはイギリスの市場に届けられているし、ガーナ パイナップルも、夜行便の飛行機で毎日ヨーロッパに送られている。アフリカの小規模生産者たちの一部は グローバルな市場に参加し、それがもたらす恩恵を享受しているのである。
　ただしグローバル市場への参入は、グ
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